
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 四国財務局長

【提出日】 平成22年11月12日

【四半期会計期間】 第47期第２四半期（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

【会社名】 ニホンフラッシュ株式会社

【英訳名】 ＮＩＨＯＮ ＦＬＵＳＨ ＣＯ.,ＬＴＤ.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　髙橋　栄二

【本店の所在の場所】 徳島県小松島市横須町５番26号

【電話番号】 0885－32－3431（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　坂東　資康

【最寄りの連絡場所】 徳島県小松島市横須町５番26号

【電話番号】 0885－32－3431（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　坂東　資康

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　

EDINET提出書類

ニホンフラッシュ株式会社(E00640)

四半期報告書

 1/26



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第47期
第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第47期
第２四半期連結
会計期間

第46期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,517,2262,698,0482,065,1191,583,1277,122,925

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
224,709△15,218 165,769 29,776 478,067

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
152,675△29,237 110,095 8,981 △83,251

純資産額（千円） － － 5,574,5494,964,6145,270,787

総資産額（千円） － － 8,372,1107,185,5767,392,863

１株当たり純資産額（円） － － 945.37 867.27 904.93

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

25.55 △5.08 18.56 1.57 △14.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 66.6 69.1 71.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
132,148 78,150 － － 178,744

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△437,969△58,393 － － △537,436

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△150,008△150,901 － － △280,145

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 778,192 447,936 583,861

従業員数（人） － － 716 753 727

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 753     

　（注）　従業員数は就業人員（グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり、臨時雇用者数はその総数が従

業員の100分の10未満でありますので、記載を省略しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 279     

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

はその総数が従業員の100分の10未満でありますので、記載を省略しております。　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 1,137,664 －

中国（千円） 209,634 －

合計（千円） 1,347,298 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 2,065,628 － 3,003,095 －

中国 1,098,166 － 1,848,976 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 1,322,061 －

中国（千円） 261,065 －

合計（千円） 1,583,127 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

大和ハウス工業㈱ 505,446 24.5 514,708 32.5

㈱穴吹工務店 442,695 21.4 － －

（注）当第２四半期連結会計期間における㈱穴吹工務店の販売金額は総販売実績に対する割合が100分の10

未満ですので、記載を省略しております。

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間の国内経済は、政府による緊急経済対策の効果等から、景気指標の一部に回復の兆しが見

られるものの、依然としてデフレの進行や雇用情勢の悪化への不安が残り、景気は足踏み状態となっております。

　当社グループの国内業績に影響を及ぼす新設住宅着工戸数は、政府の住宅減税政策により足下では持ち直しの動き

が見られるものの、依然として厳しい状況が続いております。

　このような経営環境の中、国内では新商品の開発と新しい販路に向けた医療介護用及びオフィス家具を積極的に市

場に投入しました。その結果、売上高は当初計画をやや下回り、利益率も稼働率低下等により未達に終わったものの、

受注状況は良好で、国内では受注残高は前連結会計年度末より1,123百万円増加の3,003百万円（前連結会計年度末比

59.7％増）となりました。

　一方、中国では、今年４月、住宅ローンの頭金引き上げや、非居住者に対する住宅ローンの停止等の投資抑制策が実行

されたことにより、５～７月の不動産の動きが止まりました。また、住宅建築の停止等もあり、納品遅れが続出しまし

た。その上、為替変動の影響で3.3％の売上高の目減りもありましたが、受注につきましては好調に推移しており、当第

２四半期連結会計期間末における受注残高は、前連結会計年度末より1,457百万円増加し、1,848百万円（前連結会計

年度末比372.4％増）と大幅に増加いたしました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は1,583百万円（前年同期比23.3％減）、営業利益40百万円（前年同

期比76.3％減）、経常利益29百万円（前年同期比82.0％減）、四半期純利益８百万円（前年同期比91.8％減）となり

ました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　国内市場では、新設住宅着工戸数は依然として低い水準で推移しており、厳しい環境が続きました。その結果、売上高

は1,322百万円（前年同期比23.6％減）となりました。また、セグメント利益は44百万円（前年同期比62.9％減）とな

りました。

②中国

　中国市場においては受注は好調に推移したものの、政府による住宅価格高騰の引き締め策の影響等により納入が遅

れました。その結果、売上高は261百万円（前年同期比21.7％減）となりました。また、セグメント損失は４百万円（前

年同期はセグメント利益48百万円）となりました。

（注）第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号（平成

21年３月27日））を適用しております。対前年同期比伸び率は、同基準に準拠し算出したものを参考として

記載しております。　
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は447百万円となり、前四

半期連結会計期間末と比較して、102百万円の減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のと

おりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により減少したキャッシュ・フローは82百万円（前年同期は19百万円の増加）となりました。主なプラス

要因は仕入債務の増加額188百万円、法人税等の還付額60百万円、減価償却費42百万円等であり、主なマイナス要因は

売上債権の増加額393百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少したキャッシュ・フローは45百万円（前年同期は117百万円の減少）となりました。主なマイ

ナス要因は有形固定資産の取得による支出22百万円、投資有価証券の取得による支出20百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加したキャッシュ・フローは32百万円（前年同期は177百万円の減少）となりました。主なプラ

ス要因は短期借入金の純増加額40百万円等であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,400,000

計 22,400,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,100,000 6,100,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株　

計 6,100,000 6,100,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
― 6,100,000 ― 866,000 ― 691,000
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

髙橋　栄二 徳島県徳島市 734,330 12.04

ニホンフラッシュ従業員持株会 徳島県小松島市横須町5-26 609,240 9.99

株式会社阿波銀行 徳島県徳島市西船場町2丁目24-1 280,000 4.59

株式会社徳島銀行 徳島県徳島市富田浜1丁目16 280,000 4.59

野村　廣司 徳島県徳島市 210,000 3.44

井川　政美 徳島県徳島市 200,070 3.28

株式会社徳銀キャピタル 徳島県徳島市昭和町1丁目37 200,000 3.28

山田　治夫 徳島県徳島市 195,490 3.20

安村　昇 徳島県徳島市 180,400 2.96

冨士ファニチア株式会社 徳島県板野郡板野町矢武字神ノ木1-1 161,480 2.65

計 － 3,051,010 50.02

（注）　上記のほか、自己株式が375,554株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式   375,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,723,300　　 57,233 －

単元未満株式
普通株式     1,200　　　

　
－ －

発行済株式総数 6,100,000 － －

総株主の議決権 － 57,233 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ニホンフラッシュ株式会社
徳島県小松島市

横須町５番26号
375,500 － 375,500 6.16

計 － 375,500 － 375,500 6.16
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 729 725 745 718 695 700

最低（円） 661 663 677 680 620 630

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 617,336 753,261

受取手形及び売掛金 2,153,414 2,207,728

商品及び製品 189,607 86,602

仕掛品 103,418 88,617

原材料及び貯蔵品 231,218 212,017

繰延税金資産 141,232 127,920

未収入金 15,505 17,366

その他 58,973 113,035

貸倒引当金 △37,000 △38,000

流動資産合計 3,473,707 3,568,548

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,002,492 1,058,069

土地 962,125 962,125

その他（純額） 415,376 424,392

有形固定資産合計 ※1
 2,379,994

※1
 2,444,588

無形固定資産

のれん 10,000 20,000

その他 144,698 147,995

無形固定資産合計 154,698 167,995

投資その他の資産

投資有価証券 591,161 663,670

関係会社出資金 44,700 44,700

繰延税金資産 303,343 264,755

その他 266,153 266,787

貸倒引当金 △28,182 △28,182

投資その他の資産合計 1,177,175 1,211,731

固定資産合計 3,711,868 3,824,315

資産合計 7,185,576 7,392,863
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,049,604 1,029,139

短期借入金 214,768 195,608

未払金 217,385 204,671

未払法人税等 24,097 12,878

未払消費税等 14,213 19,872

賞与引当金 54,676 54,936

その他 72,074 35,501

流動負債合計 1,646,821 1,552,608

固定負債

退職給付引当金 233,688 234,015

長期未払金 335,452 335,452

その他 5,000 －

固定負債合計 574,140 569,467

負債合計 2,220,962 2,122,076

純資産の部

株主資本

資本金 866,000 866,000

資本剰余金 691,000 691,000

利益剰余金 3,862,837 4,008,565

自己株式 △260,876 △189,882

株主資本合計 5,158,960 5,375,682

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △95,592 △38,665

為替換算調整勘定 △98,754 △66,229

評価・換算差額等合計 △194,346 △104,895

純資産合計 4,964,614 5,270,787

負債純資産合計 7,185,576 7,392,863
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,517,226 2,698,048

売上原価 2,389,941 1,895,293

売上総利益 1,127,285 802,754

販売費及び一般管理費 ※1
 935,519

※1
 834,452

営業利益又は営業損失（△） 191,765 △31,697

営業外収益

受取利息 1,222 950

受取配当金 17,519 13,437

受取賃貸料 6,044 7,858

為替差益 3,380 －

雇用調整助成金 8,874 6,862

その他 3,343 6,135

営業外収益合計 40,383 35,245

営業外費用

支払利息 6,393 5,955

為替差損 － 11,994

その他 1,046 815

営業外費用合計 7,439 18,766

経常利益又は経常損失（△） 224,709 △15,218

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,494 1,000

退職給付制度終了益 32,037 －

特別利益合計 34,532 1,000

特別損失

固定資産除却損 68 －

会員権売却損 162 535

特別損失合計 230 535

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

259,010 △14,753

法人税等 106,335 14,484

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △29,237

四半期純利益又は四半期純損失（△） 152,675 △29,237
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 2,065,119 1,583,127

売上原価 1,409,044 1,103,706

売上総利益 656,075 479,420

販売費及び一般管理費 ※1
 486,145

※1
 439,161

営業利益 169,930 40,259

営業外収益

受取利息 596 442

受取配当金 146 186

受取賃貸料 3,016 3,890

その他 2,374 4,019

営業外収益合計 6,134 8,539

営業外費用

支払利息 3,928 4,377

為替差損 5,649 14,209

その他 716 435

営業外費用合計 10,294 19,022

経常利益 165,769 29,776

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,440 －

特別利益合計 1,440 －

特別損失

固定資産除却損 0 －

会員権売却損 162 535

特別損失合計 162 535

税金等調整前四半期純利益 167,046 29,241

法人税等 56,951 20,259

少数株主損益調整前四半期純利益 － 8,981

四半期純利益 110,095 8,981
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 259,010 △14,753

減価償却費 90,390 85,139

のれん償却額 10,000 10,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,397 △1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △37,962 △326

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,266 △260

受取利息及び受取配当金 △18,742 △14,388

支払利息 6,393 5,955

為替差損益（△は益） 14 76

有形固定資産除却損 68 －

売上債権の増減額（△は増加） △210,644 32,549

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,668 △140,045

仕入債務の増減額（△は減少） 53,822 27,849

会員権売却損益（△は益） 162 535

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,077 △4,519

その他の資産の増減額（△は増加） 33,212 △6,574

その他の負債の増減額（△は減少） 38,348 42,741

小計 204,353 22,979

利息及び配当金の受取額 18,647 14,417

利息の支払額 △6,973 △6,541

法人税等の支払額 △83,878 △13,557

法人税等の還付額 － 60,851

営業活動によるキャッシュ・フロー 132,148 78,150

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △217,189 △29,211

有形固定資産の売却による収入 1,003 －

無形固定資産の取得による支出 △6,502 △6,492

投資有価証券の取得による支出 △202,723 △23,005

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 734 250

投資その他の資産の増減額（△は増加） △13,292 －

その他の収入 － 64

投資活動によるキャッシュ・フロー △437,969 △58,393

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 69,542 36,582

自己株式の取得による支出 △98,683 △70,994

配当金の支払額 △120,868 △116,490

財務活動によるキャッシュ・フロー △150,008 △150,901

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,650 △4,780

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △441,178 △135,925

現金及び現金同等物の期首残高 1,219,371 583,861

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 778,192

※1
 447,936

EDINET提出書類

ニホンフラッシュ株式会社(E00640)

四半期報告書

16/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　　これによる、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失への影響はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、2,090,115千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、2,019,519千円で

あります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要費目及び金額は次

のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃 155,896千円

現場管理費 212,767

役員報酬 57,370

給与及び手当 195,477

賞与引当金繰入額 23,741

退職給付費用 4,292

減価償却費 16,551

研究開発費 16,537

運賃 130,285千円

現場管理費 163,485

役員報酬 56,150

給与及び手当 196,035

賞与引当金繰入額 17,792

退職給付費用 3,885

減価償却費 17,050

研究開発費 12,437

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要費目及び金額は次

のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃 85,471千円

現場管理費 110,095

役員報酬 28,755

給与及び手当 97,249

賞与引当金繰入額 16,223

退職給付費用 2,143

減価償却費 8,391

研究開発費 8,547

貸倒引当金繰入額 1,502

運賃 71,262千円

現場管理費 97,995

役員報酬 28,755

給与及び手当 98,776

賞与引当金繰入額 4,977

退職給付費用 2,072

減価償却費 8,197

研究開発費 6,633

貸倒引当金繰入額 6,000

　

EDINET提出書類

ニホンフラッシュ株式会社(E00640)

四半期報告書

18/26



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 947,592

預入期間が３か月を超える定期預金 △169,400

現金及び現金同等物 778,192

 

※１．現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 617,336

預入期間が３か月を超える定期預金 △169,400

現金及び現金同等物 447,936

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,100,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  375,554株

３．配当に関する事項

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 116,490 20 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは内装システム部材事業の専門メーカーとして、同一セグメントに属する室内ドア及び収納

ボックス等の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外に事業種類がないため該当事項はありません。

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは内装システム部材事業の専門メーカーとして、同一セグメントに属する室内ドア及び収納

ボックス等の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外に事業種類がないため該当事項はありません。
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,731,568333,5502,065,119 － 2,065,119

(2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
430 9,602 10,032 (10,032) －

 計 1,731,999343,1522,075,152(10,032)2,065,119

 営業利益 120,456 48,863 169,319 610 169,930

　

　前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 3,040,061477,1643,517,226 － 3,517,226

(2）
セグメント間の内部売上高又は

振替高
867 15,019 15,886 (15,886) －

 計 3,040,928492,1843,533,113(15,886)3,517,226

 営業利益 173,026 16,391 189,418 2,347 191,765

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 中国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 333,550 333,550

Ⅱ　連結売上高（千円）  2,065,119

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 16.2 16.2

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

 中国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 477,164 477,164

Ⅱ　連結売上高（千円）  3,517,226

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 13.6 13.6

　

　（注）海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、日本及び中国にて内装システム部材の製造販売を行っております。

したがって、当社は、日本及び中国を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及び

「中国」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,363,141334,9062,698,048 － 2,698,048
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ 10,445 10,445△10,445 －

計 2,363,141345,3522,708,494△10,4452,698,048

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
10,841△42,539△31,697 － △31,697

（注）セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,322,061261,0651,583,127 － 1,583,127
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ 5,313 5,313 △5,313 －

計 1,322,061266,3791,588,441△5,3131,583,127

セグメント利益又は　

セグメント損失（△）
44,665 △4,406 40,259 － 40,259

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 867.27円 １株当たり純資産額 904.93円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 25.55円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 5.08円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 152,675 △29,237

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
152,675 △29,237

期中平均株式数（千株） 5,974 5,757

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 110,095 8,981

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 110,095 8,981

期中平均株式数（千株） 5,931 5,725

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成21年11月５日

ニホンフラッシュ株式会社  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡林　正文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秦　一二三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニホンフラッシュ株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニホンフラッシュ株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成22年11月４日

ニホンフラッシュ株式会社  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡林　正文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　賢治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニホンフラッシュ株

式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から

平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニホンフラッシュ株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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